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た対照群と OLP群では Ki–6₇と DSG1陽性率に
差はなく，上皮性異形成症といえる明らかな所見
はなかった．なお，OLP群の肥厚部で DSG1が
有意に高値であった結果は，棘細胞症に伴う基底
細胞の形質変化と考えられる．以上のように，実
験に用いた試料は，研究対象として適切と考えら
れる．
　OLP群では IVLの細胞膜移行像とともに
TGM1が下層部の細胞質から広く発現していた．
表皮と同様に，OLPでも基底細胞の細胞質内
TGM1が IVLの膜移行を促して，IVLの表皮型
の細胞内局在を示していると考えられる．興味深
いことに，TGM3は本来細胞質に局在するが，
OLPでは細胞膜に発現していた．このような報
告はこれまでなく，TGM3の異常な膜発現も IVL
の膜移行に関与する可能性がある．OLPでは
TGM1と TGM3は相補的な関係で分布していた．
この関係は表皮の TGM1と TGM3の分布に類似
している．また，OLPの上皮肥厚部で DSG1と
TGM3の発現に強い相関があり，肥厚部の角化亢
進に TGM3が関与する可能性がある．IVLの膜
移行は周辺帯形成に必須である．正常粘膜と異な
り，TGM1と TGM3の表皮型の上皮内発現が，
IVLの細胞膜移行に関与すると考えられる．以
上のように，TGM1や TGM3の異所性の局在が，
OLPの角化亢進に重要な役割を担っている可能
性が示された．
